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　スケーラビリティに対する柔軟性や可用性の高さから、

サーバ統合や大規模仮想化基盤のハードウェアインフラ

として注目を浴びているハイパーコンバージドインフラ

（HCI）。 常に多重システムとして動作し、ハードウェアト

ラブル時にも自律的に各ノードが補完しあうところから、

HCI ではバックアップが不要では、という発想をされる

方もいらっしゃるかもしれません。

　しかし、HCI といえども「無敵」、というわけではあり

ません。

　2017 年前半に猛威を振るい、150 か国、30 万以上

の被害件数を数えたランサムウェア「WannaCry」の記

憶はまだ新しいところです。例えば HCI 上のシステムに

アクセスする クライアントが、WannaCry ランサムウェ

アに感染してしまったらどうでしょう。HCI 上にある

データにも影響してしまったら、ノード同士でバック

アップしているデータも被害を受けてしまいます。

　また、自社内に設置している HCI が地震や火災などの

災害に遭遇し、ハードウェアが丸ごと損傷してデータが

消失してしまうということもゼロではありません。独立

行政法人　 情報処理機構（IPA）の調査によれば、この

ようなシステムの障害によって、年間4兆 9600億円も

の損失が出ているといいます。

　このように、HCI といえども、常にバックアップを行

い、いざというときのデータ損失リスクを最小限にして

おく備えが大切です。

サイバー攻撃、BCPを考えたら、HCIも外部へのバックアップは必須

多数の仮想サーバ、大容量のストレージを持つHCI 特有バックアップは大変

　しかし、HCI は、その特性から、これまでのサーババッ

クアップとは異なる課題があります。

　一つは、1 システム上で多数の仮想サーバが稼働して

いることです。仮想サーバごとのバックアップが必要で

すが、数が増えれば増えるほどバックアップの運用管理

に工数がかかることは言うまでもありません。

　もう一つはストレージの容量が格段に増えることによ

る影響があります。これまで分散していたサーバのディ

スクをまとめてバックアップする形になるため、必要な

量も爆発的に増大し、バックアップの時間も大幅に必要

となることでしょう。

HCIにバックアップは不要、なんて考えていませんか？
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導入するだけで簡単にHCI のバックアップ環境を

構築できる

　HCI 化によってサーバの運用管理が楽になったのに

も関わらず、システムの「保険」であるバックアップ

の運用管理に手間やコストをかけてしまっては本末転

倒です。

　そこでおすすめなのがArcserveのHCI 向けバックアッ

プアプライアンス Arcserve UDP Appliance 7000 シ

リーズです。

　Arcserve UDP Appliance 7000 シリーズは、バッ

クアップシステムソフトウェアで定評のある、Arcserve 

UDP をプリインストールしたバックアップ専用のアプ

ライアンスです。数十 TB の中規模の仮想化環境に最適

化されており、HCI システムにアドオンするだけですぐ

に使うことができる、まさに HCI 感覚で使うことがで

きます。

手軽なイメージバックアップ

　Arcserve UDP Appliance 7000 シリーズはファイ

ル単位ではなく、ディスクイメージを丸ごとバックアッ

プするイメージバックアップを行います。したがって、

障害復旧時のリカバリも迅速に行うことができます。

仮想環境に効果的な重複排除機能

　一般的に、バックアップの際の難点は、複数のサーバ

をバックアップする際に発生する OS そのものの重複

データ。仮想サーバのイメージバックアップはまさに重

複データの塊と言って過言ではないでしょう。

　Arcserve UDP Appliance 7000 シリーズは、重複

排除処理専用の SSD を搭載。高速で徹底的な重複排除

を行い、Arcserve UDP の持つ圧縮機能と合わせて、徹

底的なバックアップデータの圧縮を実施、バックアップ

データの最小化を行います。実環境においても 60％～

80% のバックアップデータ削減を実現し、バックアップ

容量を最小限に抑えることができます。

HCIにはHCIに最適化されたバックアップシステムを

HCIにバックアップは不要、なんて考えていませんか？
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　HCI のストレージ増大化によるバックアップ時間の長時

間化を大幅に短縮するのが、Arcserve UDP Appliance 

7000 シリーズの増分バックアップ機能。時間がかかるフ

ルバックアップを行うのは、初回のみ。以降、日々のバッ

クアップは増分のみを自動でバックアップするので、バッ

クアップ時間を最小限に抑えることができます。また、設

定により、一定世代以前のバックアップデータをフルバッ

クアップに合成することにより、蓄積していく増分バック

アップのデータ量を抑えることもできます。

　これらの機能により、バックアップによるサービス停止

時間を最小限に抑えることができ、バックアップ容量の抑

制にも効果があります。

導入も増設もHCI 感覚で使える

　Arcserve UDP Appliance 7000 シリーズには

バックアップ／リカバリに必要なコンポーネントはす

べてインストールされているので、ウイザードに従っ

て基本的な設定を行えば、すぐに使うことができます。

また、もしバックアップ容量が足りなくなった場合で

も、追加の Arcserve UDP Appliance 7000 シリー

ズを接続、設定すれば導入完了。管理は 1 台目の

Arcserve UDP Appliance 7000 シリーズのコン

ソールから一元化して行うことができるので、まさに

HCI 感覚で使うことができます。

追加ライセンス不要、5年間のメンテナンスもすべて標準で

　一般的なバックアップソフトでは、クライアントや

エージェントライセンスが必要なものがありますが、

Arcserve UDP Appliance 7000 シリーズでは、追加

のライセンスは不要。サーバ台数に関係なく、12TB、

または 24TB の内蔵ディスクにバックアップすることが

できます。また、5 年間の保守サービスも標準でサポー

ト。運用コストを大幅に削減することが可能です。

　このように、まさに HCI 環境に最適な Arcserve UDP 

Appliance 7000 シリーズ。より安心して HCI 環境を運

用するために導入を検討してみてはいかがでしょうか。

日々のバックアップ時間を短縮できる増分バックアップ

HCIにバックアップは不要、なんて考えていませんか？
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　サーバの運用コスト削減の流れの中で、複数の物理

サーバで稼動していたサーバを、仮想サーバやハイパー

コンバージドインフラストラクチャー（HCI）、クラウド

などの仮想環境にリプレースし集約する、いわゆる P2V

の流れが加速しています。

　このようなサーバリプレース時に課題になるのが、シ

ステムとデータの移行です。通常、データ移行中はデー

タの更新は行えないため、移行期間中はシステムを停止

させなくてはなりません。しかし、データ量が多ければ

多いほどダウンタイムも長くなり、業務に支障をきたし

かねません。また、複数のシステムを仮想環境に移行す

る場合は、順次システムを移行していくため、移行完了

まではすべてのバックアップを取っておかなくてはなり

ません。通常、バックアップシステムはバックアップ対

象のサーバごとにライセンスが必要になるため、既存

サーバとは別に新規サーバ用のバックアップライセンス

が必要となり、余分なコストがかかってしまいます。

　ところで、先ほど話題に出たバックアップは、その名

の通り定期的にシステムとデータをバックアップしてい

るわけですから、移行に活用できないものでしょうか。

既存サーバをバックアップ元、新サーバをリストア先と

考えれば、うまく使えそうです。

　ただ、このアイディアも、ライセンスが個別に必要な

場合はやはり余分なコストがかかりますし、異なる OS

が混在しているような場合は、バックアップシステムに

よっては対応できない可能性もあります。
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　このアイディアを実現できるバックアップシステムが

あります。それがバックアップアプ ライアンス、

Arcserve UDP Appliance 8000 シリーズです。バッ

クアップシステムとして定評のある Arcserve UDP が

あらかじめインストールされた専用アプライアンスで、1

台当たり最大 24TB のバックアップが可能です。

Arcserve UDP は継続的な増分バックアップを実行でき

るため、短時間で効率よくバックアップが可能となって

います。つまり、リプレースの直前までシステムを動か

していても、すぐに最新データのバックアップを終えて、

新システムにリストアすることで、データの移行が始め

られ、システムのダウンタイムを最小限に抑えることが

できます。

　Windows、Linux などの複数の OS、物理はもちろん、

Hyper-Vや VMware などの仮想マシン、そしてAmazon 

AWS や Microsoft Azure などのクラウドサーバも一括

して管理が可能なので、混在環境でも容量が足りる限りこ

の 1 台でバックアップできます。また、Arcserve UDP 

Appliance 8000 シリーズは重複排除専用の SSD を内

蔵し、高速で高度な重複排除機能を装備しているため、

実環境においても 60～ 80％のデータ削減を実現。効率

的にディスクを使うことができます。

　さらに、ディスク容量が足りない場合には、もう 1 台 

Arcserve UDP Appliance 8000 シリーズを接続し、

設定するだけで増設が完了。HCI 感覚で使うことができ

るのが特徴です。 Arcserve UDP Appliance 8000 シ

リーズはランニングコストにおいてもメリットがありま

す。バックアップ対象のサーバ台数や容量にかかわらず、

追加ライセンスは不要です。また、 5 年間のメンテナン

スも標準でサポート。新サーバ導入を機にバックアップ

システムを移行してしまえば、余分なライセンスを購入

することなく、コストを抑えることが可能です。

P2Vの移行に使えるバックアップシステムがある！？
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　Arcserve UDP は、万が一のための災害対策として、

リストア時間をゼロにできる「インスタントVM」や「仮

想スタンバイ」といった機能も標準でサポートしていま

す。これらの機能を活用することで、P2V/V2V の移行

が容易、かつ短期間で行えるようになります。インスタ

ント VM は、バックアップデータをそのまま利用して、

仮想基盤上で仮想マシンを即座に起動します。必要な操

作はウィザードでわずか 4 ステップ、リストアの必要は

ありません。事前準備なくいつでも実施可能なので、バッ

クアップデータの有効性の確認 ( 問題無くシステムが起

動するかどうか )にも活用できます。

　一方、仮想スタンバイは、あらかじめバックアップ時

にリカバリまでを仮想マシンに対して実施。災害や障害

が発生した場合には、そのリカバリ済みの仮想マシンを

起動し切り替えることで、本番業務を再開できる機能で

す。 遠隔地やクラウドサーバへの仮想スタンバイも可能

なため、活用範囲がさらに広がります。

　このようにさまざまな環境のサーバに対応し、サーバの

リプレースにも活用できる Arcserve UDP Appliance 8000 

シリーズ。トータルでバックアップのコストを抑える切り

札として、導入を検討してみてはいかがでしょうか。

「リストア時間ゼロ」を実現。災害対策にも活用できる機能で仮想環境に高速移行
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　サーバ上の仮想化された PC（仮想クライアントマシ

ン）をネットワーク経由で利用する仮想デスクトップ環

境（VDI）は、これまでセキュリティや内部統制の側面

から評価され、導入されてきました。

　しかし、近頃では「働き方改革」の業務環境として注

目されています。多様化するワークスタイルに対応する

ため、営業先や在宅勤務などの社外でも、社内と同等の

コンピュータ環境利用のニーズが高まっています。セ

キュリティを守りつつ社内と同様の業務の生産性を実現

できる VDI は、まさにこのニーズにうってつけ。導入企

業もますます増えています。

働き方改革のソリューションとして注目されるVDI

VDI 基盤構築に最適なHCI

意外と大変なVDI 環境のバックアップ

　VDI を動かすためのシステム環境、VDI 基盤の構築に最

適なのが HCI（ハイパーコンバージドインフラストラク

チャ）です。VDI 導入には、コスト的な問題や、利用環境

の検証などから、一部の部門から実験的に導入を始め、

徐々に社内展開を広げていくというパターンが少なくあり

ません。このため、スケーラビリティに優れ、ユーザに対

する IT 投資を無駄なく効率的に行うことができる HCI は

まさにVDI基盤に適していると言えるでしょう。

　VDI 環境とひとことに言っても、システムは簡単では

ありません。例えば VMware の仮想デスクトップ環境

VMware View を例に見てみると、VDI 基盤として、仮

想デスクトップの仮想マシンが動く VMware vSphere

サーバ、実際に操作する端末の接続を管理する View 

Manager、仮想環境全体を管理する vCenter サーバ、

さらにユーザアカウント管理を行う Active Directory

サーバなど、多くのサーバ群で構成されています。障害

に備え、これらのサーバを迅速に復旧できる体制を整え

る必要があります。

　さらに、この仮想環境で動作する、仮想 PC（クライア

ント）のデータもバックアップ対象となります。そして

この 2 つのバックアップは、求められる要件が少し異

なっています。

　VDI サーバ群、つまり VDI 基盤は、万が一障害などで

停止してしまうと、VDI 環境すべてが使えなくなる危険性

があります。このため、VDI 基盤のデータ保護方針は、万

が一の障害時に、迅速に復旧できることが求められます。

　対して、各ユーザの仮想クライアントマシンのデータ

は、データ保護も重要ですが、それと同時に、ユーザの

生産性を落とさないことも求められます。

意外と大変なVDI 環境のバックアップ
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　VDI には大きく分けて 2 つの構成方式があります。ひ

とつはユーザごとに仮想マシンが作られるフル VM 方式、

もう一つは仮想マシンの元となる VM のクローン VM を

各ユーザが呼び出して、データは共有ストレージに格納

するリンククローン VM 方式です。この 2 つの方式は

データの保存方式が異なるので、バックアップ方式も変

わってきます。

　フル VM 方式では、OS、アプリケーション、ユーザ

データはすべて仮想 PC に保存されるため、バックアッ

プを行う際には、仮想マシンをまるごとバックアップし

ます。このため、バックアップの方法としてはシンプル

ですが、バックアップするデータは大きくなります。

　リンククローン VM 方式は、全ユーザ共通の仮想マシ

ンを使うため、バックアップはクローンの元となる VM

と、共有ストレージに保存される各ユーザの設定情報と

ユーザデータをバックアップすることになります。バッ

クアップ対象は複数になりますが、仮想マシンは共通な

　このように複雑なバックアップ環境でも、簡単にバッ

クアップが行えるのが、Arcserve の統合バックアップ・

リカバリソリューション「Arcserve Unified Data 

Protection（Arcserve UDP）」で す。Arcserve UDP

は、既存の物理サーバだけでなく、HCI を始めとした仮

想環境にも柔軟に幅広く対応。Windows／ Linux、

VMware ／ Hyper-V といった混在するシステム環境で

も一元的なバックアップが可能です。

VDI の構成方式によっても異なるバックアップ

Arcserve UDPなら、VDI 基盤も簡単バックアップ

　また、個々の仮想マシンにバックアップエージェント

を導入する必要がないため、仮想マシンの動作を低下さ

せることがなく、運用管理の負荷も軽減できます。

　さらに、継続的な増分バックアップにより、効率よく

短時間にバックアップが可能で、強力な重複排除機能に

より、バックアップ容量もバックアップ時間も大幅に削

減できます。

ので、バックアップするデータの量はフル VM 方式より

も少なくすみます。

　このように、VDI 環境のバックアップは一筋縄ではい

かないのが現実です。

意外と大変なVDI 環境のバックアップ
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　Arcserve UDP Appliance 8000 シリーズ（以下：

Arcserve UDP 8000 シリーズ）は、HCI 環境に最適

なバックアップソリューションです。

　標準搭載の SSD がリソース負荷の高い重複排除処理

用に標準搭載されていますので、ディスクスペースの効

率的利用とバックアップ時間の削減をもたらします。ま

た、バックアップ対象のサーバ台数や容量にかかわらず、

ライセンスが使い放題のため、導入コストを大幅に圧縮

できます。

　バックアップ容量が不足しても、HCI と同じ感覚で増

設が可能なのも Arcserve UDP 8000 シリーズの特徴

です。Arcserve UDP 8000 シリーズを接続して、簡

単な設定をするだけで増設が完了。ユーザ数が増えるに

つれバックアップ容量が増える VDI 環境のバックアップ

システムに最適なバックアップソリューションと言える

でしょう。

　最新のRAID6モデルでは、万一、HDDが 2本同時に

故障してもデータを失わない仕様になっており、耐障害

性が強化されています。

　さらに 5 年間のメンテナンスも標準でサポート。長い

期間にわたり安心、かつコストを抑えた運用が可能と

なっています。

　このように、VDI 基盤のバックアップ環境に最適な

Arcserve UDP 8000 シリーズは、VDI 導入による働き

方改革を支えるだけでなく、導入・運用の負荷を減らすこ

とで、システム部門の負担も減らし、会社全体の働き方改

革の実現にむけて大きな役割を果たすことができます。

Arcserve UDP Appliance 8000シリーズで安心バックアップ環境を

意外と大変なVDI 環境のバックアップ
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